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栄養疫学の概要

S市民の食事摂取状況調査の際に検討すべき点は？

Where S市

When 季節/曜日（系統誤差），日数（偶然誤差）

Who 属性（系統誤差），人数（偶然誤差）

Why 健康，食育

What 栄養素，食品群，食行動

How 食事調査法

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


今回の内容

食事摂取量の測定方法

１．食事記録法と24時間思い出し法

２．食物摂取頻度調査法

３．陰膳法・生体指標

１．食事記録法と24時間思い出し法

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


食事記録法
（Dietary Records）

概要 対象者 が食事を 秤量 / 目安量 で記録

利点
最も 正確
料理の 種類 や 調理法 , 朝昼夕の配分がわかる

欠点

対象者 への負担大
食事 へのバイアス
1日では 日常 を把握できない
食品成分表の精度に依存

適用
1日の場合、集団の平均値として用いる
国民健康・栄養調査，県民健康基礎調査

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


日常（習慣的）の把握

個人の習慣的な摂取量を推定するために必要な食事記録調査の日数

（出典）南山堂：食事調査マニュアル（2016）

エネルギー (10%誤差) 3日程度 5日程度 7日程度 14日程度 1ヶ月以上

カルシウム (10%誤差) 3日程度 5日程度 7日程度 14日程度 1ヶ月以上

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


24時間思い出し法
（24-hour Dietary Recall）

概要 面接者 が聞き取り，食べたものを思い出してもらう

利点
対象者 への負担が少ない
料理の 種類 や 調理法 , 朝昼夕の配分がわかる

欠点
思い出し バイアス（高齢者，子どもには適さない）
聞き取り する人のスキル
食品成分表の精度に依存

適用
1日の場合、集団の平均値として用いる
米国健康栄養調査（National Health and Nutrition Examination Survey: NHANES）

初めての調査地で凡その食事傾向を把握するのに有効

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


1日の場合

男女65歳以上 【1日】

ビタミンC摂取量 平均：111 mg

（仮想データ） 推定平均必要量

※推定平均必要量： 未満：36 %

80 mg/日

【3日間平均】

平均：104 mg

推定平均必要量

未満：23 %

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/
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https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


食物摂取頻度調査法
（Food Frequency Questionnaire）

概要
対象者の自記式
リスト 上の食品を過去一定期間に食べた頻度で記載

利点
対象者 への負担が少ない
簡便、大量のデータ処理が短時間で可能
対象者の 習慣的 摂取量を ランク付け できる

欠点
正確な摂取量は把握できない（妥当性，信頼性）
精度を評価するための妥当性研究が必要

適用 大人数の疫学調査

食事歴法（Dietary History）：FFQに 調理法 を合わせて摂取量を推定

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


摂取量のランク付け

食事記録法と食物摂取頻度調査法の相関係数

（出典）EBNJAPAN

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/
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https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


陰膳法
（Duplicate Diet）

概要 1食分の食事を もらい 成分分析する

利点
正確 な栄養素量がわかる
食品成分表に依存しない
特殊な物質（ 汚染物質 等）の摂取量がわかる

欠点
対象者 への負担大
食事 へのバイアス

適用 特殊な物質の摂取量を定量したい場合

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


陰膳法の分析例

（出典）いわき市：もっと知りたい放射能（2015）

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/


生体指標
（Biomarker）

概要 体組成，生化学的指標

利点 摂取されてから身体に 吸収 された量がわかる

欠点
摂取量を反映する指標をもつ栄養素は少ない
血液や尿などを採取することが困難

適用
尿中ナトリウム，カリウム，血中カロテン，ビタミン
DEC等（摂取量を反映），尿中窒素（蛋白代謝産物）

※生体指標以外： 過小申告 に留意（特に肥満者）

https://dfns.u-shizuoka-ken.ac.jp/

